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総務部 生徒が地域社会と結びつく契機をつくる。 ・ホームページやＰＴＡ広報誌を発行する。 3.3

教務部 総合学習・総合探究を支援する。 ・必要なＩＣＴ機器の利用を補助する。 3.1

生徒部
地域との関わりのなかで社会性を身につけ、豊かな
心を養う経験を支援する。

・さまざまな集団活動を通して、社会生活のマナーおよびモラルを
養成し、自分の在り方や生き方を模索する態度を養う。

3.0

進路指導部 地域をテーマにした課題探究学習活動を行う。
・２年次の地域課題探究学習で２年生生徒全員に地域調査やフィー
ルドワークを体験できるように支援を行う。

3.5

学年部

1年：地域や社会との関わりを意識し、自己の成長
につながる経験をする。
2年：地域とつながり、自己の活かし方を学ぶ。
3年：将来の夢に向かって、地域の中で学ぼうとす
る姿勢を構築する。

1年：キャリア学習で地域との関わりを意識し、自己理解を深める。進路サ
ポートを活用し、１年間の記録を踏まえてレポートを完成し、発表する。
2年：総合的な学習の時間やボランティア活動、各種体験活動等に積極的に取
り組ませる。
3年：自分の興味や関心に応じた、ボランティア活動や各種体験、資格試験や
検定試験などに意欲的に挑戦する。

3.1

事務部
・学校施設・設備の安全・安心な環境を整備する。
・学校予算の効率的・効果的な執行を行う。

・校地内施設・設備等の日常点検等により、問題の早期発見に努
め、事故等の未然防止に取り組む。
・計画的に校内の整理・整頓、不要品の処分等を行い、優先順位を
考慮しながら、教育環境の向上に努める。
・適切な予算管理を行い、必要性・費用対効果等を勘案しながら執
行する。
・就学支援金、奨学のための給付金等の制度周知に努め、保護者の
負担軽減を図る。

3.5

総務部 生徒が主体的に行動できるようにする。 式典･行事の準備や片付けを生徒主体に行う。 3.7

教務部
主体的な学習習慣を身につけられるように支援す
る。

・職員朝礼等を利用し、定期テスト２週間前、多連休前に学習に対
する呼びかけを行う。
・学習時間調査を通して、生徒個々や教科別の学習時間を共有す
る。

3.3

生徒部
学校生活や部活動をとおして健康の大切さを意識さ
せるとともに、生徒が意欲的・自発的に行動するこ
とを支援する。

・生徒会活動や部活動、ボランティア活動等をとおして、生徒が自
己有用感を高められるような取り組みを行う。
・定期健康診断・保健だよりや講演会等をとおして、健康の大切さ
を意識させる。

3.2

進路指導部
進路実現に向け生徒が自ら考え、判断し、表現する
機会を準備し、支援する。

・進路希望調査、スタディーサポート、進路サポートなどを活用す
ることで、生徒が自らの進路に向き合い機会をつくる。

3.4

学年部

1年：生活や学習に主体的に取り組み、高校生とし
ての基盤を作る。
2年：自己の課題に気づき、学習習慣を改善する。
3年：自己や地域の課題を意識した上で進路を考
え、自分に必要な学習を行う。

1年：学習時間調査を利用して、授業を大切にした学習習慣の確立
を目指す。挨拶や身だしなみにおいて、高校生らしいふるまいを身
につける。
2年：面談をとおして自己を振り返る機会をつくり、進路目標に向
かって学習に意欲的に取り組ませる。
3年：学習時間調査や面談等を通じて、自己の課題の確認や修正を
行い、学習に向かう意識の向上につなげる。

3.2

総務部 生徒が自己有用感を感じられる行事を実施する。 保護者・生徒・教職員が協力できる奉仕作業を企画する。 2.9

教務部
読書に対する興味関心を高め、多様な知識や教養を
身につけることによって、多様性を受け入れる態度
を養う。

・図書館だよりを毎学期に２回発行する。
・年２回の読書週間を実施する。

3.3

生徒部
多様性を尊重し、人間関係力を高めるとともに、生
徒支援に配慮する。

・いじめ防止、服装規定の遵守等についての方策を年間をとおして
定期的に実施し、安心・安全･快適な学校作りに取り組む。
・あらゆる学校活動をとおして、段階的、系統的な人権教育の推進
を図り、自他を互いに尊重できる集団づくりに取り組む。また、校
内研修の充実を図り、生徒･教職員の人権意識を高め、よりよい人
間関係の構築を図るための実践に取り組む。
・支援を必要としている生徒に対して、関係する教員、組織と連携
しながら対応する。

3.3

進路指導部
自らの進路探究を通じ学ぶ力を伸ばし、地域の一員
として地域社会に貢献しようとする志を育てる。

・進路補習等で生徒の進路志望を実現する学力を育成し、面接･小
論指導行うことで生徒の進路志望と社会とのつながりを探究させ
る。

2.9

学年部

1年：他者との協働活動を通して価値観の多様性を
理解し、自己意識を高める。
2年：さまざまな活動で協働する姿勢を身につけ
る。
3年：地域・社会とのつながりの中で、他者を意識
した責任あるふるまいをする。

1年：部活動やＨＲ活動において、他者と積極的に協力して活動す
る。
2年：学校行事や生徒会活動などで協働する場面をつくり、他者を
尊重しながら取り組ませる。
3年：あいさつを率先して行い、身だしなみを整え、部活動や生徒
会行事等の場にふさわしい態度で活動に取り組み、社会で通用する
態度を養う。

3.2

【総務部】
・奉仕作業についてPTA専門委員と相
談し、保護者・生徒・教職員が協力
できるようにする。
・緊急メールに限定した家庭への
メール配信は現行のままとし、重要
な連絡を家庭に対し確実に伝える。

【教務部】
・ICT機器の利用状況は良好であり、
利用簿等必要なもの整備し活動を支
援する。
・放課後居残り学習は一定の効果が
認められ、今後学習方法の充実を考
える。
・教科指導と連携した読書指導のあ
り方を模索する。

【生徒部】
・清掃監督の適正配置を行い、清掃
を時間いっぱい取り組む。
・いじめの早期発見･早期対応につい
ては、適切なアンケートの実施と有
効活用を通じ安心･安全で充実した学
校づくりを行う。
・人権･同和教育の取組については、
実施している取組等に関してホーム
ページや便り等による広報活動の充
実をはかり家庭等に周知する。
・服装指導は月1回実施し、再指導は
生徒部主導で徹底する。服装規定の
見直しを実施する。

【進路指導部】
・平日補習、長期休業中補習、土曜
日の活用については、各学年部や各
教科と調整のうえ計画・実施し、進
路実現のための基礎となる学力の定
着・充実･向上をさらに支援する。
・本校の生徒の多様な進路希望に対
し、出願方法をふくめ一人ひとりの
ニーズに合わせた情報提供に努め
る。
・関係団体と密に連携し最新の情報
をキャッチし、進路NAVIGATOR（進路
の手引き）やキャリアクエスト（進
路通信）等を通じて情報発信する。

【事務部】
・引き続き校地内の施設･設備点検等
を実施し、安心･安全な環境整備を図
り、危機の未然防止に努める。
・業務を見直し、「業務量の削減」
と「業務の効率化」に取り組む。
・グラウンド整備を検討する。

【学年部】
・授業については、教科担当者間の
情報共有と相互支援、生徒個別面談
や学年集会での学習に対する意識づ
けの充実、習熟度別や少人数制の授
業体制の確立、保護者に現状を伝え
る機会の設定等を検討し、学習指導
を徹底する。
・部活動については、各部活動によ
る年間振り返りをふまえ、次年度の
効果的な活動計画を立てる。
・総合的な探究の時間については、
活動内容や時間の使い方等の実施の
あり方を検討中である。個々の生徒
の主体的な活動を支援できるような
体制をつくる。
・資格取得や各種体験、ボランティ
ア活動等については、生徒が積極的
に参加できる体制を整えるととも
に、生徒自身がきちんと振り返り次
へつなげることができるよう、ピナ
クルシートの活用する。

評価：４（十分に達成できている状況）　３（おおむね達成できている状況）　２（どちらかと言えば達成できていない状況）　 １（ほとんど達成できていない状況）
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・生活習慣、学習習慣について、保護者
が情報を共有しながら進路について生徒
自らが意識する機会を早期に与える。

・生徒が実施することには、監督、指揮
下で行うことと、生徒自身が企画・運営
することが考えられますが、生徒自らと
いうのであれば「見守る」ということも
必要ではないかと思います。その中で自
主自立の学校の伝統が出来上がっていく
ものと思います。

・ＨＲなどを活用し、継続的に自己主張
の演練の場を設けてほしい。例として３
分間スピーチを輪番で行う。小さなこと
でも必ず自分の所見を書かせる。

・重点目標１に合わせ、表現する機会が
どれだけあったでしょうか。
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・生徒は読書をあまりしないと回答して
いますが、学校の読書指導は自分にとっ
ては有益と答えています。生徒の読書が
習慣づいていないと判断するならば、指
定読書の課題を与え読後感を提出させた
らと思います。

・可能ならば、他地域（他県・外国）と
の交流の機会を設定し、交流を通じての
感性を育んで頂きたい。

・大学生や生徒と近い世代との関わりに
おいて、協働する機会があってもいいの
では。

・部活動やＨＲ活動の内容が分からない
ので評価しにくいです。

・地域や社会との関わりについては「江
津高校たより」や新聞等で拝見していま
す。多様でとても良い機会になっている
と思うので、少しずつ変化をしながら継
続していく活動になるよう考えてみては
どうか。

・生徒にとって身近な出会いは、高校生
活を通しての生徒間、先生方との出会い
が人間形成上大きな影響を持っていると
考えます。特に、先生方から受ける影響
は大きいものがあると思います。授業以
外のことを語ってやってほしい。

・出会いが生徒の人間形成にどのような
影響をしたかは、いつの日か本人が判断
することです。出会いの効果は、即効性
があるものとそうでないもの、時には空
振りに終わるかもしれませんが、生徒の
ためと思われる多くの出会いの機会を与
えてください。

・今年度は地域との関わりがたくさん持
てたようで、今後も継続していただきた
い。行ったことのアピールの場があると
よいと思いました。「たより」ではなく
て「発表」の場。


